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有限会社ダイソー環境開発

代表取締役 吉武　篤

所在地 本社：大分市大字片島2995番地の5

戸次処理場：大分市大字上戸次字源内谷4455番2

高江倉庫：大分市大字上判田字熊ノ迫4367番地

TEL：097-568-8830　　　　FAX：097-568-8844

HP：http://www.e-daiso.com

mail：info@e-daiso.com

設立

資本金 500万円

環境管理責任者 吉武真幸

EA事務局 川原雄二

E-meil kankyo@e-daiso.com

事業内容 産業廃棄物収集運搬業　産業廃棄物処分業　一般廃棄物収集運搬業

ポータブル蓄電池等の環境関連商品販売

事業規模

事業年度 (環境年度) 期首　4月～期末　3月

対象範囲 全組織・全活動

28

544.12

227.5

太陽光発電発電量

戸次処理場建屋面積

7387.45

1120

516,529524,914

29 28

544.12 544.12

㎡

2930

戸次処理場面積

1

kWh 559,980

㎡

平成7年7月10日

単位

百万円

2022年度

478429

1．組織の概要

高江倉庫面積 ㎡ 2930

売上

従業員数

本社土地面積

本社床面積

2020年度 2021年度

人

367

227.5 227.5

㎡

㎡

2930

社名

http://www.e-daiso.com
mailto:info@e-daiso.com
mailto:kankyo@e-daiso.com
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

R4.8.31 有効期限 R11.8.30

有
効
期
限

許
可
年
月
日

R11.8.30

R11.8.30

R9.5.8

R10.5.23

R7.6.8

R4.8.31

R4.8.31

H17.5.9

R5.5.24

H12.5.9

事業の用に供するすべての施設
施設の種類 選別施設
設置場所

廃棄物の種類
廃プラスチック、紙くず、木くず、がれき類、繊維くず、金属くず、ガラスくず及び陶磁器く
ず　　（以上7種類。ただし、石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物及び水銀
含有ばいじん等を含まない。特別管理産業廃棄物であるものを除く。）

有効期限

許可番号 第08820033408号

2

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

水
銀
使
用
製
品
産
業
廃
棄
物

08810033408

R8.9.18

中間処理（選別・破砕）

04000033408

大分県 04402033408

大分市 有

面積 15.9㎥ 高さ 1.17ｍ

産業廃棄物収集運搬業　積み替え保管施設許可内容

保管容量

許可年月日 R4.7.5

事業の範囲（積み替え保
管行為を含む）

廃プラスチック、金属くず、ガラスくず及び陶磁器くず（以上3種類。ただし、石綿含有産業
廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物を含む）

許可年月日

許可項目

産業廃棄物

産業廃棄物収集運搬業

許
可
番
号

積
替
保
管

（
有
・
無

）

都
道
府
県

動
植
物
性
残
さ

動
物
系
固
形
不
要
物

動
物
の
ふ
ん
尿

動
物
の
死
体

石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物

燃
え
殻

汚
泥

廃
油

木
く
ず

繊
維
く
ず

ガ
ラ
ス
・
陶
磁
器
く
ず

鉱
さ
い

が
れ
き
類

ば
い
じ
ん

紙
く
ず

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類

産業廃棄物収集運搬許可内容

種類 廃プラスチック類、紙くず、木くず、がれき類、繊維くず、金属くず、ガラスくず及び陶磁器くず

設置年月日
大分市大字上戸次字源内谷4455番2

令和4年6月3日
廃プラスチック類　　　　選別　200ｔ/日　　破砕　4.48ｔ/日

処理能力

紙くず　　　　　　　　　　 選別  171ｔ/日    破砕　3.68ｔ/日

木くず　　                 選別　314ｔ/日　　破砕　4.64t/日

がれき類　               選別  845ｔ/日

繊維くず　　              選別  69ｔ/日　　　破砕　2.08t/日

金属くず　　              選別  645ｔ/日

ガラスくず及び陶磁器くず　選別 　571ｔ/日

無

04305033408

産業廃棄物処分業　中間処分許可内容

事業区分

所在地 大分市大字上戸次字源内谷4455番2 許可番号 第08810033408号

福岡県 無

熊本県 無

18㎥　

宮崎県 無 04508033408



有効期限 R6.10.14R4.10.15

t

中間処分量　計 t 9,189.25収集運搬量　計 t 23,377.05

t t

t t
t

t
t
t

アスファルト殻 t 422.28
樹木類 t 722.30

t

⾦属くず t 188.60
管理型ボード t 17.43
コンクリート殻 t 2,450.73

475.46
ガラス陶磁器くず t 126.76
石膏ボード t 477.71
混合廃棄物 t 2,536.37

廃プラスチック t

廃棄物の種類 単位 処分量
がれき類 t 1,142.74
木くず t 511.07
紙くず t 25.63
ダンボール t 73.11
繊維くず・畳 t 19.06

79.39
111.88
703.71
0.68
6.86
36.05
151.68
16.67
3.16

4,210.62
34.62
80.13
43.89

1,729.47
372.18

1,263.76
2,667.88
700.60

汚泥 t
t
t
t
t
t水銀使用製品

塗料粉
鉄粉
おが粉
廃油

1台

軽トラック 3台

2ｔ箱ＰＧ車

収集運搬量廃棄物の種類 単位
がれき類（コン・アス殻含む t 11,163.82

繊維くず・畳 t
廃プラスチック t
ガラス陶磁器くず t

木くず t

t

石綿含有産業廃棄物 t
管理型ボード t
動植物性残さ

3

ショベルロータ 1台

フォークリフト 1台

フォーククロウ 2個

2ｔユニック車 1台

パッカー車 3台

3台

2台

増ｔユニック車

2ｔＰＧ車

1台

4ｔユニック車

5ｔクラム車

2台

保有車両・機械一覧

種類 台数

バックホウ 3台

種類 台数

10ｔ大型コンテナ車 1台2台

産業廃棄物処理量　2022年度

種類 台数

10ｔ深ダンプ

一般廃棄物収集運搬業　許可内容

一般廃棄物の種類
事業系ごみ、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、その他事業系一般廃棄
物 特定家電用機器廃棄物

許可年月日

許可番号 大分市指令　第　2879　号

t

一般廃棄物収集運搬量　2022年度　　879.59ｔ

運搬車両の種類及び台数 パッカー車2台、キャプオーバ5台、ダンプ3台、コンテナ車8台、バン1台

紙くず t
ダンボール

t

石膏ボード t
混合廃棄物 t
⾦属くず t



有限会社ダイソー環境開発　産業廃棄物処理フロー　（戸次処理場）

処理方法
原材料名

収集運搬業者 処理方法

　㈲ダイソー環境開発 破砕
選別 売却（建設廃材系チップ）

住所
施設住所 売却（建設廃材系チップ）

事業の範囲

売却

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

紙くず

木くず

繊維くず
破砕

紙くず
焼成

石膏粉
焼却

廃プラスチック 紙くず
焼成

紙くず 石膏粉

木くず
再生不能品

繊維くず
ｶﾞﾗｽ・化粧瓦類

金属くず ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

積替保管施設
の概要

　住所：

がれき類

　面積：１５．９㎡

　高さ：１．１７ｍ
売却

　容量：１８．０㎥

産業廃棄物
の種類

売却

売却
売却

㈱大総 安定型

三菱ﾏﾃﾘｱﾙ㈱ ｾﾒﾝﾄ原料

王子ﾏﾃﾘｱ㈱他 製紙原料

㈱東部開発 管理型

破砕 ㈱東陽企画

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ・古紙 ㈲ｴｺﾄﾋﾟｱ九州 再生紙

紙くず・繊維くず ㈱東部開発
圧縮
･固化

㈱東部開発

選別

奈良開発 安定型

ＲＰＦ（燃料）

中山ﾘｻｲｸﾙ㈱ 破砕

㈱大総 破砕 ㈱ﾌｧｰｽﾄﾊﾞｲｵｽ 再生燃料

(積替保管行為を含む）

石綿含有
産業廃棄物

㈱大総 安定型

水銀使用製品
産業廃棄物

ｴｽﾌﾟﾚｽ
大分

破砕後固化
４ｔ/日

㈱東部開発 管理型

金属くず 鉄　鋼材 大分ｴｺｾﾝﾀｰ㈱ ｽｸﾗｯﾌﾟ

非鉄金属 ㈲加藤商店 ｽｸﾗｯﾌﾟ

破砕・再生

㈱東部開発
圧縮
･固化

㈱東部開発 ＲＰＦ（燃料）

産業廃棄物の
種類

圧縮
･固化

大分ｴｺｾﾝﾀｰ㈱ 代替燃料

再生砕石

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ類

ﾚﾝｶﾞ､CB破片 ㈱大総 安定型

㈱東陽企画 再生砕石

がれき類 がれき類 ㈱大総 破砕 ㈱大総 再生砕石

（以上７種類。た
だし、石綿含有
産業廃棄物、水
銀使用製品産
業廃棄物及び

水銀含有ばいじ
ん等を含まな

い。特別管理産
業廃棄物である

ものを除く。）

大分大和 安定型

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 (株)聖晃産業

西ﾉ洲環境㈱ 焼却 産業振興㈱ 管理型

奈良開発 安定型

ガラスくず・コン
クリートくず及び

陶磁器くず ALC 詫磨環境㈱ 破砕 詫磨環境㈱

大分ｴｺｾﾝﾀｰ㈱

西ﾉ洲環境㈱ 産業振興㈱ 管理型

㈱ＮＲＳ 破砕 三菱ﾏﾃﾘｱﾙ㈱

ＨＯＫＯ(株)
三重工場

酒見建設 再生資源化

㈱大総 破砕 三菱ﾏﾃﾘｱﾙ㈱ 三菱ﾏﾃﾘｱﾙ㈱ ｾﾒﾝﾄ原料

たたみ ㈱東部開発
圧縮
･固化

㈱東部開発 ＲＰＦ（燃料）

ｶﾞﾗｽくず及び
陶磁器くず

廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 詫磨環境㈱ 破砕 詫磨環境㈱ 改良土

㈱大総 破砕 宇部興産㈱ 焼成 宇部興産㈱ ｾﾒﾝﾄ原料

大分ｴｺｾﾝﾀｰ㈱
圧縮
･固化

大分ｴｺｾﾝﾀｰ㈱ 代替燃料

再生不能品
㈱東部開発 管理型

ﾄｰﾖｰ木材工業㈱ 破砕 TUﾏﾃﾘｱﾙ㈱ 再生燃料

ＲＰＦ（燃料）

木くず

㈲
ダ
イ
ソ
ー

環
境
開
発

木くず ㈱東部開発
圧縮
･固化

㈱東部開発

　大分市大字片島
　　　　　2995番地の5

燃え殻、汚泥（有機汚
泥、無機汚泥）、廃油、
廃酸、廃アルカリ、廃プ
ラスチック類（自動車等
破砕物を含む）、紙く
ず、木くず、繊維くず、
動植物性残さ、ゴムく

ず、金属くず（自動車等
破砕物を含む）、ｶﾞﾗｽく
ず等（自動車等破砕
物、を含む）、ガラスく
ず等（自動車等破砕

物、廃石膏ボードを含
む）、鉱さい、がれき

類、動物のふん尿、ば
いじん

（以上１７種類。ただ
し、石綿含有産業廃棄
物であるものを含み、
上記以外の非安定型
産業廃物及び特別管
理産業廃棄物であるも

のを除く。）

　大分市大字上戸次
　字源内谷4455番2

大分市大字上
戸次字源内谷

4455番2

西ﾉ洲環境㈱ 焼却 産業振興㈱ 管理型

大分ｸﾞﾗﾝﾏ 管理型

破砕 西ﾉ洲環境㈱ 焼却 産業振興㈱ 管理型

紙くず・繊維くず

埋立処分 再生処理業者

  記載事項 委託契約者 業者名 処理方法 記載事項 業者名
処理
方法

業者名

廃棄物分類 収集運搬業者 中間処理業者 廃棄物分類 中間処理業者<二次> 中間処理業者<三次>

業者名 処理方法 再生業者名 再生品目名

4

水銀使用製品
産業廃棄物

ｴｽﾌﾟﾚｽ
大分

破砕後固化
４ｔ/日

㈱東部開発 管理型

廃プラスチック類、金属
くず、ガラスくず・ｺﾝｸﾘｰ

ﾄくず及び陶磁器くず

(以上３種類。ただし、
水銀含有ばいじん等を
含まず、石綿含有産業
廃棄物及び水銀使用
製品産業廃棄物を含

む。特別管理産業廃棄
物であるものを除く。）

大分大和 安定型

聖光産業
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
製造原料



代表者
代表取締役　吉　武　篤

安全衛生責任者
取締役管理部長　吉武 真幸

安全衛生事務局
総務課長　川原 雄二

本社部門責任者 収運部門責任者 中間処理部門責任者
総務部　山内 恵里子

代表者
・当社の環境経営方針及び安全衛生方針を決定する。
・環境、安全保全活動のための資源（人員、設備、資金等）を確保する。
・組織の人事を決定する。 ・環境経営責任者の任命。
・環境経営レポートの承認。代表者による全体の評価と見直しを実施する。

環境経営責任者
・環境経営目標の策定。　　・マネジメントシステムの構築、実施、維持。
・環境活動計画の作成。環境活動進捗の把握。　　・問題点の是正及び予防処置の承認。
・代表者への報告。　　　・環境経営レポートの確認。

安全衛生責任者

・緊急事態の想定及び対応策の承認。教育、訓練の実施。

事務局
・環境経営責任者及び安全衛生責任者、各部門責任者の補佐。
・帳票・文書・記録を取りまとめ、整理保管する。 ・外部環境コミュニケーションに関する総括窓口。
・目標管理表の作成と進捗管理。 ・環境経営レポートの作成。

部門責任者
・自部門における著しい環境側面及び法的要求事項に係る側面の監視・測定。
・自部門の環境活動、安全衛生活動の実施、推進、報告。
・自部門における作業指示書の作成。　・環境方針について自部門の構成員に対しての周知徹底。
・環境関連情報の伝達。 ・緊急事態への準備及び対処。

全従業員
・環境経営方針、環境経営目標などの理解と自らの役割を自覚する。
・自主的、積極的に環境活動に参加する。

有限会社ﾀﾞｲｿｰ環境開発　環境安全衛生組織図

2.  実施体制

場長　佐藤 　歩
補佐  　山内 一乗

常務取締役　矢坂 浩二
環境経営責任者

5

　　エコアクション21に関する役割と責任

全従業員

・安全衛生管理体制の構築。　・リスクアセスメントの実施。　・安全衛生教育の推

部長代理　首藤 克之
EA21事務局

次長　大西 剛司
補佐　甲斐 裕司



１． 環境側面に関連する法規、条例及び当社が同意するその他の要求事項を遵守します。

２．　廃棄物処理全般において、環境負荷の低減を第一に考え、汚染予防、再資源化に努めます。

３．　事業活動における環境影響を随時把握し、特に以下の項目については優先的に活動し、

継続的改善に努めます。

①　電力、燃料等のエネルギーの効率的な使用に努め、二酸化炭素排出量の削減に取り組みます。

②　水使用量の削減に取り組みます。

③　廃棄物排出量の削減、分別の徹底に取り組みリサイクル化を推進します。

④　5Ｓの徹底

４．　全従業員に対し、環境経営方針を含めた教育と啓発、必要に応じた専門教育を実施し、

環境意識の向上に努めます。

５．　環境経営レポートの定期発行により、環境情報を公開するとともに、地域貢献活動を推進します。

環境経営方針

3.　環境経営方針

有限会社ダイソー環境開発

6

2021年　　2　月　12　日

有限会社ダイソー環境開発

代表取締役 吉　　武　　 篤

私たち有限会社ダイソー環境開発は、限りある資源とすばらしい地球環境を次世代に引き継ぐた
めに、環境と調和の取れた企業活動を目指します。



作成日:2023年1月16日

【各年度の対象期間は、決算年度　4月～翌年3月】

基準年度 2021年度 2022年度 2023年度

2019年度実績 目標 目標 目標

376,698 374,824 372,959 485,648

kｇ-ＣＯ2 △0.5% △1%
前年実績から△

1％

30,252 30,101 29,952 29,805

ｋＷｈ △0.5% △1% △1.5%

9,094 9,049 9,004 10,608

ℓ △0.5% △1%
前年実績から△

1％

132,313 131,655 131,000 廃棄物運搬量/7.23

ℓ △0.5% △1% 前年比△1％

85.4

％

434 432 430 428

㎥ △0.5% △1% △1.5%

書類の整理・整頓

CO2係数----ナンワエナジー　　2019年度　0.465kg-CO2/kWh(調整後排ガス係数)

中間処理場の整理・整頓

事務所、中間処理場周りの清掃活動、ゴミ拾いを行う。

5Ｓの徹底3-4

85％以上を維持する

整理・整頓・清掃・清潔・躾を常に意識し、作業効率の良い現場を目
指す。

3-2

3-1

3-1

2
処分を受託した産業廃棄
物のリサイクル率

5 ボランティア活動

水使用量

4.　環境経営目標

7

環境経営
方針の番

号
選択課題

 二酸化炭素排出量3-1

3-1 電力消費量

軽油消費量

ガソリン消費量



結果の記載　：　達成=◎　　未達成=×

評価は各期の数値と環境活動計画の実施状況を対象に事務局で記載する

その際、年度の目標達成が困難と思われる課題は「問題点」として取り上げ予防・是正処置を講じる

4402 3583 3669

№ 4月 5月 6月 4-6月期計 7月 8月 9月 7-9月期計 10月 11月 12月 10-12月期計 1月 2月 3月 1-3月期計 年度計

基準年度 28559 31460 30417 90436 26807 27086 29766 83659 37192 35397 36402 108991 29422 32227 31963 93612 376698

目標値 28276 31149 30116 89540 26542 26818 29471 82831 36824 35047 36042 107912 29131 31908 31647 92685 372968

実績 36185 39389 41732 117306 46880 39117 42816 128813 40845 47774 42448 131067 32888 41475 42270 116633 493819

結果 × × × × × × × × × × × × × × × × ×

評価

基準年度 1852 1616 2033 5501 2911 3217 2322 8450 1851 2370 2892 7113 3589 2941 2658 9188 30252

目標値 1834 1600 2013 5447 2882 3185 2299 8366 1833 2347 2863 7043 3553 2912 2632 9097 29952

実績 2324 1963 2271 6558 3009 6317 7007 16333 5738 5132 5972 16842 7714 6095 5361 19170 58903

結果 × × × × × × × × × × × × × × × × ×

評価

基準年度 774 686 798 2258 749 698 747 2194 925 586 806 2317 702 723 901 2326 9095

目標値 766 679 790 2236 742 691 740 2172 916 580 798 2294 695 716 892 2303 9005

実績 1012 963 972 2947 968 907 952 2827 959 835 875 2670 781 684 805 2270 10714

結果 × × × × × × × × × × × × × ◎ ◎ ◎ ×

評価

基準年度 10031 11280 10703 32014 9191 9290 10446 28927 13248 12761 12855 38864 10117 11300 11091 32508 132313

目標値 9932 11168 10597 31697 9100 9198 10343 28641 13117 12635 12728 38479 10017 11188 10981 32186 131003

実績 12697 14047 14892 41636 16757 13208 14477 44442 13935 16841 14501 45276 10620 14362 14694 39676 171030

結果 × × × × × × × × △ × × × × × × × ×

評価

基準年度 85.4

目標値 85

実績 90.60%

結果 ◎

評価

基準年度 32.5 33 33 98.5 32.5 37 37 106.5 38.5 38.5 38.5 115.5 38.5 37.5 37.5 113.5 434

目標値 32.2 32.7 32.7 97.5 32.2 36.6 36.6 105.4 38.1 38.1 38.1 114.4 38.1 37.1 37.1 112.4 429.7029703

実績 24.5 24.5 24.5 73.5 24.5 24.5 24.5 73.5 24.5 24.5 24.5 73.5 24.5 24.5 24.5 73.5 294

結果 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

評価

基準年度 2 2 2 6 2 2 2 6 2 2 2 6 2 2 2 6 24

目標値 4 4 4 12 4 4 4 12 4 4 4 12 4 4 4 12 48

実績 4 4 4 12 4 4 4 12 4 4 4 12 4 4 4 12 48

結果 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

評価

ボランティア活動 基準年度 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 2

目標値 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 4

実績 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 4

結果 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

単位：回 評価 目標達成　引き続き継続していく。

事務所、高江中間
処理場周りのゴミ
拾い活動

環境目標

3-1

二酸化炭素排出量削減

　前年（基準年度
　対比）　△1％

単位：㎏-ＣＯ2

3-1

電力消費量削減

　前年（基準年度
　対比）　△1％

単位：kWh

3-1

ガソリン消費量削減

　前年（基準年度
　対比）　△1％

単位：ℓ

目標未達　大きな原因は売上・仕事量が増加したことで軽油の消費量が増えたことにある。引き続き節電、節水やエコドライブなどを実施していく。次年度は目標を修正する。

目標達成　2023年度も継続する。

目標未達　戸次処理場への引っ越しにつき、高江・戸次処理場を同時に稼働したことで大幅に消費量が増えた。次年度は高江の稼働がない為どうなるか1年様子を見る。

目標未達　仕事量の増加による。次年度は目標値を変更する。

3-1

軽油消費量削減

　前年（基準年度
　対比）　△1％

単位：ℓ

目標未達　仕事量の増加により、走行量が大幅に増加した。次年度の目標をℓ/廃棄物の運搬量に変更する。

単位：％

85%

85.40%

91.60%

◎

目標達成　戸次処理場に移転したことで、井戸水のため水道使用量が大きく減少した。

目標達成　引き続き継続していく。

単位：㎥

8

2022年度（2022年4月～2023年3月）

5

3-4

５Sの徹底

毎週土曜日の徹
底清掃

単位：回

3-2

水使用量削減

　前年（基準年度
　対比）　△1％

2

廃棄物リサイクル率

85％以上

環境経営目標・活動計画管理表



作成日 令和2年2月22日

2022年度 評価日　6/12

1 二酸化炭素排出量削減

本社 〇

本社 〇

中間処理部門 〇

全部門 〇

本社 〇

本社 〇

全部門 〇

本社 ×

本社 △

収運部門 〇

収運部門 〇

収運部門 〇

本社 ×

全部門 〇

中間処理部門 〇

全部門 △

中間処理部門 〇

本社 〇

本社 〇

本社 〇

中間処理部門 〇

中間処理部門 △

本社 △

本社 ×

全部門 〇

全部門 〇

安全パトロール、5S
活動等よくできた。本
社の書類整理、PC
フォルダ整理は1回し
かできなかった。引き
続き継続していく。

無事活動できた。次
年度も引き続き継続
していく。

評価

不在時の消灯・エアコン停
止を徹底した。

仕事量が多く、出発前の
ルート確認が不十分な事
例があった。無駄足を減ら
す努力を徹底する。

収集運搬部門は洗練され
ている。次年度は出発前
の連絡を徹底したい。本社
部門は配車時点でのロス
を減らし、近場の現場に確
認をする。

リサイクル率91％と素
晴らしい数字となった。
引き続き継続していく。

目標達成　節水の意識も
高く、引き続き実施したい。

6.　環境経営計画の取組状況と評価

9

環境経
営方針
の番号

目標課題 具体的な行動（活動）

　1．不在時の消灯　不要時のエアコン停止

　2．冷暖房の温度設定を夏28℃冬20℃にする

　2．エコドライブの励行　出発前のルート確認

　4．配車の際、回収ルート周辺の現場に連絡し、排出があるか確認する

ガソリン消費量削減

　1．月1回の車両点検を行う

　4．出発前に電話連絡・ルート確認し、無駄のない走行を行う

　1．毎朝のトラックの点検

電力消費量削減

軽油消費量削減

廃棄物リサイクル率向上

　2-2．暖房の温度設定を冬25℃にする

　3．現地見積・訪問は予定を立て、近辺の現場と併せて伺う

　2．エコドライブの励行

　1．常により良い処理方法を追求する

　2．選別方法の定期的な見直しを行う

　3．選別困難な廃棄物が排出された場合、都度注意し改善を促す

　3．ＢＣにて報連相を適宜行い、無駄な走行を減らす

　3．クールビズ、ウォームビズの実践

　4．照明、空調のエリアごとの調整

　2．場内の5Ｓ活動　毎週土曜日15：00～17：00

　4．安定型埋立場に排出するものを極力少なくする

　1．洗車時のこまめな節水

　2．使用量の記録・報告による意識付け

　1．月1回の安全衛生会議の際のパトロール

ボランティア活動5

水使用量削減

3-4 5Ｓの徹底

　1．事業所周辺の清掃・ゴミ拾い活動　年2回

　3．終業時の清掃　毎日16：45～17：00

　4. 書類の徹底整理　年2回　

　5. PC内フォルダの徹底整理　年2回

結果対象部門

3-1

3-1

3-1

2

3-2

　6. 本社・中間処理場周辺のゴミ拾い活動　年2回



更新日   2023/6/12

該当条項、規制値、届出、許可等 記　　録 確認結果 評価者

廃棄物の処理及び ・収集運搬業許可（法１４）　５年更新（優良認定７年更新 〇

清掃に関する法律 ・処分業許可（法１４）　５年更新（優良認定７年更新 〇

産業廃棄物収集・処分 ａ、年間契約 ・廃棄物処理委託契約書の 〇

委託契約書 ｂ、期間限定（現場）契約 　　管理表とファイル 〇

許可書の写しを確認する　　　　　５年間保存 〇

マニフェスト用紙（収集運搬）　・B1C2の保管・５年間保存・回収後１８０日以内に返却 ・ﾏﾆﾌｪｽﾄ綴り 〇

　　　〃　　　　　（中間処理） ・C1の保管・５年間保存・回収後１８０日以内に返却 ・ﾏﾆﾌｪｽﾄ綴り 〇

　　　〃　　　　　（排出側） ・ﾏﾆﾌｪｽﾄの発行・AB2DEの保管・発行後１８０日の返却日確認 ・ﾏﾆﾌｪｽﾄ綴り 〇

・産業廃棄物排出量報告義務（事業年度を6月末日までに報告） 〇

トラック ・収集運搬車両及び許可番号の表示 ・ステッカー表示 〇

・収集運搬業許可証（写し)の携帯 ・写しの携帯 〇

・電子マニフェストシステムの加入証（写し）の携帯 〇

産業廃棄物 ・保管基準　（高さ2.1ｍ、容量130㎥） 〇

・表示板の設置 〇

・アスベスト含有建材（成形板）、 〇

　　水銀使用製品（蛍光灯等）の仕切り保管 〇

道路運送車両法 トラック ・道路運送車両の検査等（法58） ・自動車検査証 〇

・定期点検整備（法48条） ・点検整備記録 日常点検 〇

・整備管理者の選任（法50条） ・整備管理者選任届 〇

　　8ｔ以上の自動車5台以上、その他10台以上

貨物自動車運送事業法 ・一般貨物自動車運送事業の許可（法3条） ・許可証 〇

・変更があった場合（法9条） ・変更届 変更なし

・運行管理者の選任（18条） ・運行管理者選任届 〇

・事故の報告（転覆火災等の重大事故）（24条） ・災害及び事故発生状況報告書 重大事故なし

・事業報告（法60条） ・営業報告書 H30/6/19提出済 八坂　浩二 〇

道路交通法 過積載 ・過積載の禁止（第57条） ・計量伝票 毎回確認済 吉武　篤 〇

首藤　克之

首藤　克之

八坂　浩二

首藤　克之
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H20年2月届出済
首藤克之

法　　令 該当する環境側面
要求事項 順守評価

備考・評価

許可証にて確認
収集運搬R11/8/30
処分R8/9/18

委託契約書管理表
にて確認

ﾏﾆﾌｪｽﾄ綴にて確
認

現場確認

全車両の検査証と
整備記録を確認

吉武　真幸

川原　雄二

戸次中間処理場
現場確認

吉武　真幸

吉武　真幸

7.　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果　　　並びに違反、訴訟等の有無

H17/10/14に許可
所得

H18年10月届出済
矢坂浩二

吉武　真幸



該当条項、規制値、届出、許可等 記　　録 確認結果 評価者

労働安全衛生法 ﾌｫｰｸｸﾛｳ(ﾊﾞｯｸﾎｳ ・特定自主検査　年１回 ・特定自主検査記録表 〇

ﾀｲﾔｼｮﾍﾞﾙ

フォークリフト

計量法 トラックスケール ・定期検査　２年に１回 ・検査記録表 H26.9設置 〇

合格

浄化槽法 浄化槽 ・届出（設置、変更、廃止）　H15,1.21届出　１８人槽 ・設置届出 〇

・１回/2月の保守点検及び清掃（水質検査） ・浄化槽管理記録 〇

・年1回の定期検査（設備・水質検査） ・検査結果報告書　H27/8/28 〇

・保守点検及び清掃の記録の保存（３年間） 〇

古物営業法 ・古物営業許可（法3条） ・営業許可証 許可証を確認済 〇

・標識の掲示（法12条） 玄関正面に掲示 〇

・管理者の選任（13条） H23年10月届出済 〇

・帳簿等への記載（16条） ・帳簿

騒音防止条例 選別ライン ・特定施設設置届 ・特定施設届出書 H26.7.24届出済 〇

フロン排出抑制法 空調・ｴｱｺﾝの使用 ・年４回の簡易点検実施 ・第一種特定製品 点検記録簿にて 〇

　　　簡易点検記録簿 異常がないことを

確認

家電リサイクル法 ﾘｻｲｸﾙ家電（家電4品目） ・家電リサイクル券システム（取扱店）入会 ・家電リサイクル券 〇

・管理表（家電ﾘｻｲｸﾙ券）3年間保存 ・リサイクル家電管理表 確認 〇

消防法 インタンク ・届出（変更）　R5/5/17 ・危険物取扱所届出書 確認 〇

・管理者の設置 ・危険物取扱免状 〇

・定期点検の実施　 定期点検実施報告書 〇

2023/6/12 評価日　　法令違反なし、苦情なし

吉武　真幸

藤本　拓也

吉武　真幸

要求事項 順守評価

吉武　真幸

7.　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果　　　並びに違反、訴訟等の有無

11

特定自主検査記録
表にて確認済み

浄化槽点検簿にて
確認済み

取引がないので
記載なし

八坂　浩二

八坂　浩二

吉武　篤

吉武　篤

法　　令 該当する環境側面 備考・評価



作成日

代表者 吉武　篤

問題なし

環境経営責任者の所見 代表者のコメント

8.　代表者による全体評価と見直し

④環境経営システム

特に問題はなかった

電力消費量、ガソリン消費量、軽油消費量、
ＣＯ2排出量が未達成であったが水使用量、
廃棄物リサイクル率、5S、ボランティア活
動は達成した

環境情報

1　環境関連法規等の遵守状況
　確認結果

2　環境経営目標の達成状況

目標未達の主な要因は売上額、仕事量が
増加した為と考える。引き続き全項目で
省エネ運動を実施していく。また、目標
を変更する。

引き続き徹底していく
全従業員で継続していくよう
周知徹底を図ること。

4　問題点の是正、予防の状況

5　外部からの苦情・訴訟の有無及び
  対応結果

6　環境上の緊急事態の訓練
　結果及び対応結果

12

全従業員に周知徹底させた

特になし 特になし

①環境経営方針

②環境経営目標

③環境経営計画

継続していく

変更する。

2023/6/12

継続していく

7　その他

継続していく

問題なし

見
直
し
の
必
要
性
判
断
と
代
表
者
の
指
示

その他の指示・所感

今期は残念ながら二酸化炭素排出目標は未達成となった。遠
方の現場が多いうえ、昨年と比較して運搬量も多く売上も増
加していることから、軽油の消費量が増したことによると考
える。また、戸次処理場に移転したことで電気消費量が大幅
に増加した。目標を変更し、引き続き全従業員で取り組んで
もらいたい。

3　環境経営計画の実施状況

軽油消費量が増加した問題は、仕事量が増加して
いるので仕方のないことと思います。ですが配車
時点でのロスはまだ減らせるので徹底します。ま
た、目標を廃棄物の量単位に修正します。

配車の時点でのロスを減らす
活動を徹底する。目標を変更
する。

苦情はなかった 問題なし

⑤実施体制 継続していく



作成 承認

作成日：2022.11.7 吉武 矢坂

教育・訓練名

実施日

テキスト

部門 部門 部門

代表 収運部 中間処理部

本社 収運部 中間処理部

本社 収運部 中間処理部

本社 収運部 中間処理部

本社 収運部 中間処理部

本社 収運部 中間処理部

収運部 収運部 中間処理部

収運部 収運部

13

緊急時の対
応・緩和手順
の見直し改訂

対応・緩和手順の見直しについてレビューした結果、改訂の必要なし。

山内　一乗

吉武　真幸 櫻井　高広

氏名

教育・訓練実施記録

矢坂浩二・吉武真幸

ダイソー環境土場

　　　　　安全作業の遂行と緊急時の対応

　　　　　作業指示書　地震　　　作業指示書　火災

参加者

甲斐　裕司

氏名

首藤　克之

矢坂　浩二

目的

内容

参加者の
意見・感想

効果の確認

講師名（機関）

2022/11/5 実施場所

1、　回収作業時の手順
2、　安全運転の励行
3、　事故時の対応
4、　非常時（事故・災害等）の緩和処置
5、　運転中の落下や飛散防止
6、　地震発生時の対応手順確認
7、　地震発生対応訓練
9、　火災発生時における、連絡・伝達手段の確認
8、　消火器の保管場所の確認とピンの外し方・期限の確認
10、消火器による消火活動
11、車両搭載備品の確認（車止・安全看板・アウトリガー敷・ネット・シート・ロープ・ウエス等）
12、事故事例DVD鑑賞
13、その他

地震対応訓練で対応手順の確認ができた。実際に地震が起きてしまっても、慌てずに対応できる
ようになったと思う。

火災訓練・地震発生対応訓練

作業手順通りに進めた結果、教育・訓練を無事に終了することが出来ました。

佐藤　彰

吉武　篤

川原　雄二

河野　圭介

吉田　三奈

御沓　寛和

桑原　正行

後藤　猛

大西　剛司

白石　智之

佐藤　歩

松尾　輝樹

渡辺　裕太郎

氏名

藤本　拓也

吉武　彰宏

熊丸　元人仲野　治



2022年度　地震対応・火災訓練　11月5日

火災訓練

地震対応手順確認

事故事例DVD
鑑賞



作成日 令和5年2月6日

1 二酸化炭素排出量削減

本社

本社

中間処理部門

全部門

本社

本社

全部門

本社

本社

収運部門

収運部門

収運部門

本社

全部門

中間処理部門

全部門

中間処理部門

全部門

本社

本社

中間処理部門

中間処理部門

本社

本社

全部門

全部門

電力消費量削減

次年度（2023年度）　環境経営計画

環境経
営方針
の番号

目標課題 具体的な行動（活動） 対象部門

　1．不在時の消灯　不要時のエアコン停止

　2．冷暖房の温度設定を夏28℃冬20℃にする

　2-2．暖房の温度設定を冬25℃にする

　3．クールビズ、ウォームビズの実践

　4．照明、空調のエリアごとの調整

3-1 ガソリン消費量削減

　1．月1回の車両点検を行う

　2．エコドライブの励行

　3．現地見積・訪問は予定を立て、近辺の現場と併せて伺う

　4．出発前に電話連絡・ルート確認し、無駄のない走行を行う

3-1

3-1 軽油消費量削減

　1．毎朝のトラックの点検

　2．エコドライブの励行　出発前のルート確認

　3．ＢＣにて報連相を適宜行い、無駄な走行を減らす

　4．配車の際、回収ルート周辺の現場に連絡し、排出があるか確認する

　1．洗車時のこまめな節水

　2．使用量の記録・報告による意識付け

2 廃棄物リサイクル率向上

　1．常により良い処理方法を追求する

　2．選別方法の定期的な見直しを行う

　3．選別困難な廃棄物が排出された場合、都度注意し改善を促す

水使用量削減3-2

　4．安定型埋立場に排出するものを極力少なくする

3-4 5Ｓの徹底

　1．月1回の安全衛生会議の際のパトロール

　2．場内の5Ｓ活動　毎週土曜日15：00～17：00

　3．終業時の清掃　毎日16：45～17：00

　4. 書類の徹底整理　年2回　

　5. PC内フォルダの徹底整理　年2回

　6. 本社・中間処理場周辺のゴミ拾い活動　年2回

5 ボランティア活動

　1．事業所周辺の清掃・ゴミ拾い活動　年2回


